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岩滝公民館横の谷

岩滝建設による高さ１０ｍの

大きな谷止めは既に完成して

います。（緑色部分）

最下部の大きな谷止めを大山

土木が工事中（赤色部分）

↓
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災害復旧工事のようす １２／１５撮影

雪
が
降
る
前
に
復
旧
工
事
の
様
子

を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。

か
な
り
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

未
だ
に
手
つ
か
ず
の
と
こ
ろ
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
一
度
工
事
完
了
し

て
も
今
年
の
お
盆
頃
の
大
雨
で
ま
た

崩
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
と
く
に
規
模
の
大
き
な
工

事
個
所
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

岩
滝
公
民
館
横
の
谷
の
上
部
は
大

山
土
木
に
よ
り
か
な
り
工
事
が
進
み
、

針
金
の
枠
に
石
を
詰
め
た

堰
堤
が
い
く
つ
も
で
き
、

中
央
は
水
路
が
通
り
、
上

写
真
の
よ
う
に
土
壌
を
押

さ
え
て
上
か
ら
覆
っ
て
縞

模
様
の
よ
う
に
見
え
る
整

地
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ

く
見
る
と
緑
色
の
苗
木
が

何
本
も
植
え
て
あ
り
、
や

が
て
大
き
く
育
っ
て
山
林

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
は
一
番
下
の
大
き
な

谷
止
め
を
作
る
た
め
に
岩

盤
を
深
く
掘
る
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。

市
の
生
涯
学
習
課
に
よ

る
と
、
工
事
完
了
は
来
年

３
月
な
の
で
、
４
月
か
ら

岩
滝
公
民
館
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
予
定
だ
そ

う
で
す
。
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大尾根団地最上部の土砂崩れ

上のホウレンソウ畑へ上る道路が５０ｍ

ほどにわたって崩落した現場。

赤土を盛って造成した場所のようです。

ずっと下まで土砂が崩れ落ちています。

復旧までまだかかりそうです。

棚 田 棚田の土砂崩れ現場は未だ手つかずの状態で、ブルーシートがかけてあります。

写真右上から棚田にそそ

ぐ谷川には、中家組により

下写真のような大きな谷止

め工事が完成しました。

↓

牧野道路を上って行った一番上のところです。

根方 西垣内宅下の土砂崩れ
ふだんは目立たない小さな谷です

が、豪雨時には大量の水が流れ下り

ます。このような「土石流危険渓流」

と看板の出ている谷が岩滝にはたく

さんあります。岩滝公民館横の谷も

そうでした。

看板を立てるだけでなく、今回の

教訓をもとに谷止め工事を前もって

しておくことが大事なのではないで

しょうか。

また、上を用水が通っていて、そ

れがつまったりすると水があふれて

土砂崩れの引き金になります。

用水や側溝に物がつまらないよ

う、とくに大雨前の点検が必要です。



［３］第５８号 令和３年１２月２２日発刊

生井川（岩滝荘下から数河にかけて）

生井川（橋戸宅下手）
護岸工事が進んでいます。春になると、下流の鮎漁の妨げにな

るので川に濁りの入る工事はできなくなります。

豪雨による大水で護岸が長い距離にわたって崩

落した現場の護岸工事が進んでいます。

ここは最初に川へ落ちた１本の朴の木に流木が

次々と引っかかって川を堰き止めたために、川の

水が田畑へあふれ、田んぼが土砂で埋まったり、

川の形がすっかり変わってしまうくらいの被害と

なりました。

田畑を復旧する工事もあり、まだしばらく工事

が続くことになりそうです。



桶岩にしめ縄飾りつけ
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皆様よいお年を

お迎えください

まち協の重点に「組織の見直し」をあげて

います。そこで、役員会で検討を重ね、別紙

のような「２年間と期間を定めて重点をしぼ

って取り組む組織」ということを考えました。

事業には何度も協議しなければならないも

のと、あまり協議しなくても事務処理的に進

められるものがあります。容易に進められる

ものは本部に任せ、協議や準備などが必要に

なることは部会で検討を重ねるというもの

で、役員・部員も少なくできます。ぜひ皆様

のご意見を役員までお聞かせください。

３回の上演に参加８４名。内訳は小中高

生が９名、一般が７５名。

木樵という仕事に打ち込んでみえる姿か

らたくさん学ばせていただきました。→

１１／２８

来
年
は

金
賞
を
目
指
し
ま
す
。

まち協花壇 市の銀賞に まち協組織見直し案に

ご意見をお願いします

木樵映画会１２／５


